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＜連絡事項＞

· 上野　眞二様～4月16日16時より、主治医との面談予定となっています。主治医には報告　　　　　　　　

しています。

· 板垣　富造様～4月18日１5時に希望されている施設の方がこられる予定です。

· 今年、配属になる心理士の方が新人研修として、南病棟の見学・研修に11日予定で来られる予定なので指導お願い致します。

· 部屋移動～田中清様が101号室から102号室、佐々木喜代治様が102号室から101号室へ部　　　

屋移動しています。

＜退院患者様の情報会議＞

　黒澤　重子様～今日13時30分から主治医と家族面談予定です。グループホーム入所予定ですので情報提供行っています。

(問題点)

　　環境の変化による不安感。

･日課時、自ら他患者へ声を掛けたりと交流もたれています。しかし、体を使ったプログラムへのやや拒否がみられております。本人様より、病気で寝たきりとなり身体を使った運動はつらく自分で軽い運動を行っているとのことです。お話することがとても大好きなので、不安軽減のために、話を聞き目標をもてるように対処していきましょう。趣味は俳句です。外来は家族付き添いでこられるそうです。

＜OT諏訪さんより作業報告＞

･　山下　ヨシ様～つい最近は、拒否なくプログラムに参加する事できています。時折、妄想がみられる事あります。継続して声掛けしていきましょう。

･　工藤　孝一様～本人のペースで計算ドリルを行っています。短期の記憶が出来ずに忘れていますが、計算の方は、しっかり出来ていますので続けていきましょう。

･　上野　眞二様～全身体操、身体機能維持の方に参加して頂いています。時折、妄想用の発言聞かれており、不機嫌になる事あり、声掛けしていきましょう。

･　槇　滋　　様～生活リズムを整えるために、日中プログラム参加してもらう。声掛けしていきましょう。職員の声掛けには短く返答されています。

＜三上医師の勉強会＞

食事療法は、すべての糖尿病患者において治療の基本であり、出発点である。

　　　摂取量エネルギー量算定の目安

　　　　摂取絵エネルギー量＝標準体重×身体活動量

　　　　標準体重(Kg)＝【身長(ｍ)】２×２２

　　　　身体活動(Kcal/Kg標準体重)

　　　　　　　　＝25～30　　軽労作(デスクワークが主な人、主婦など)

　　　　　　　　　30～35　　普通の労作(立ち仕事が多い職業)

　　　　　　　　　35～　　　重い労作(力仕事の多い職業)

　　　肥満者や高齢者では少ないほうにとる。

　指示エネルギー量の50～60％を含水化物とし、蛋白質は標準体重1Kgあたり１０～12g、残りを脂質で摂取する。脂肪の総摂取量は総エネルギー量の25％以内とし、飽和脂肪酸や多価不飽和脂肪酸は、それぞれ摂取エネルギー量の10％以内におさめる。

　食塩は、多くても10g／日以内、高血圧や尿蛋白が1g／日以上の腎症を合併したものでは7g／日未満に制限する。食物繊維は血糖コントロールの改善に有効であり、血中脂質レベルも低下させる。ビタミン、ミネラルの摂取不足を防ぐ為に、できるだけ多くの種類の食品を摂取させる。

　

　食事指導のポイント:食習慣をもとに修正指導する。

1、 腹八分目とする。

2、 食品の種類はできるだけ多くする。

3、 脂肪は控えめに。

4、 食物繊維を多く含む食品(野菜、海藻、きのこなど)

5、 朝食、昼食、夕食を規則正しく、ゆっくりとよく噛んで食べる。

ゆっくりと良く噛んで満腹中枢を刺激する。ファーストフードやマヨネーズは高カロリー。かぼちゃや芋は主食に入る。次の勉強会は、｢糖尿病食事療法のための食品交換表第6版｣(日本糖尿病学会編)は、患者指導するようになっている。です。　　　　　　　

